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荒 川 章 二 教 員 の 退 職 に あ た っ て


































































1976 年（昭和 51 年）
3月　早稲田大学第一文学部人文専攻卒業
1978 年（昭和 53 年）
3月　立教大学大学院文学研究科史学専攻修士課程修了
1978 年（昭和 53 年）
	 4 月　豊島区史編纂室主任調査員（～ 1983 年 3月）
1983 年（昭和 58 年）
3月　一橋大学大学院社会学研究科博士課程単位取得満期退学
1983 年（昭和 58 年）
4月　日本学術振興会奨励研究員（～ 1984 年 3月）
1984 年（昭和 59 年）
4月　一橋大学大学院特別研修生（～ 1986 年 3月）
1985 年（昭和 60 年）
4月　立教大学文学部講師（兼任）（～ 1986 年 3月）
1985 年（昭和 60 年）
4月　法政大学大原社会問題研究所嘱託（～ 1986 年 3月）
1986 年（昭和 61 年）
4月　立教大学一般教育部講師（兼任）（～ 1987 年 3月）
1986 年（昭和 61 年）
4月　法政大学大原社会問題研究所兼任研究員（～ 1988 年 3月。引き続き嘱託研究員として現在に至る）
1986 年（昭和 61 年）
4月　千葉大学教養部講師（兼任）（～ 1988 年 3月）
1987 年（昭和 62 年）
4月　白梅学園短期大学講師（兼任）（～ 1987 年 9月）
1987 年（昭和 62 年）
	 10 月　立教大学一般教養部講師（兼任）（～ 1988 年 3月）
1988 年（昭和 63 年）
4月　静岡大学教育学部助教授（～ 1995 年 9月）
	 ＊1994 年（平成 6年）11 月　静岡大学情報学部大学設置審議会教員組織審査　教授（専任）可
1995 年（平成 7年）
10 月　静岡大学教授情報学部教授
2001 年（平成 13 年）
9月　放送大学（静岡学習センター）客員教授（～ 2005 年 3月）
2003 年（平成 15 年）
4月　静岡大学情報学部社会学科長（～ 2004 年 3月）
2004 年（平成 16 年）
5月　人間文化研究機構国立歴史民俗博物館客員教授（2007 年 3月）
2005 年（平成 17 年）
4月　静岡大学学長特別補佐（～ 2006 年 3月）
2006 年（平成 18 年）
4月　静岡大学中期計画検討会議委員（～ 2007 年 3月）
2007 年（平成 19 年）
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4 月　高知大学人文学部講師（兼任）（～ 2007 年 9月）
2008 年（平成 20 年）
4月　静岡大学情報学部副学部長（～ 2010 年 3月）
2008 年（平成 20 年）
4月　静岡大学教育研究評議会委員（～ 2013 年 3月）
2010 年（平成 22 年）
4月　静岡大学情報学部長・情報学研究科長（～ 2013 年 3月。退職）
2010 年度（平成 22 年度）　
	 東海地区工学系学部長会議議長
2011 年度（平成 23 年度）　
53 国立大学工学系学部長会議議長
2013 年（平成 25 年）
4月　大学共同利用機関法人人間文化研究機構国立歴史民俗博物館研究部教授
4月　静岡大学名誉教授
2014 年（平成 26 年）
4月　総合研究大学院大学文化科学研究科日本歴史研究専攻教授（併任）
2014 年（平成 26 年）
4月　国立歴史民俗博物館運営会議委員（～ 2018.3）
2014 年（平成 26 年）
4月　早稲田大学文学部講師（兼任）（～ 2017.3）
2018 年（平成 30 年）
3月　国立歴史民俗博物館・総合研究大学院大学定年退職
国立歴史民俗博物館展示プロジェクト・共同研究・常設展示リニューアル委員等
2001 年度～ 2003 年度（平成 13 ～ 15 年度）
　「近代日本兵士に関する諸問題の研究」（研究代表者　一ノ瀬俊也）
2004 年度～ 2006 年度（平成 16 ～ 18 年度）
　「戦争体験の記録と語りに関する資料論的研究」（研究代表者：関沢まゆみ）
2004 年度～ 2006 年度（平成 16 ～ 18 年度）
　「20 世紀における戦争Ⅰ」（研究代表者：安田常雄）
2006 年 1 月～ 2011 年 3 月（平成 18 年～ 23 年）
　国立歴史民俗博物館第 6室リニューアル委員
2007 年度～ 2009 年度（平成 19 ～ 21 年度）
　「20 世紀における戦争Ⅱ」（研究代表者：安田常雄）
2010 年度～ 2012 年度（平成 22 ～ 24 年度）
　「近現代展示における歴史叙述の検証と再構築」（研究代表者：原山浩介）
2012 年度～ 2015 年度（平成 24 ～ 27 年度）
　「戦時／災害と生活世界の関わりに関する総合的研究」（研究代表者：原山浩介）
2011 年 6 月～ 2012 年 3 月（平成 23 年～ 24 年）
　総合展示第 6展示室「現代」展示プロジェクト委員
2012 年 7 月～ 2013 年 3 月（平成 24 年～ 25 年）
　国立歴史民俗博物館総合展示第 5室・第 6室リニューアル委員（以後，当館教授として委員継続，～ 2018.3）
2013 年度～ 2015 年度（平成 25 ～ 27 年度）
　基幹研究「震災と博物館活動・歴史叙述に関する総合的研究」（総括研究代表）




2013 年度～ 2015 年度（平成 25 度～ 27 年度）
2015 年度企画展示「ドイツと日本を結ぶもの―日独修好 150 年の歴史」展示プロジェクト委員
2014 年度～ 2015 年度（平成 26 ～ 27 年度）
資料調査研究プロジェクト：軍事郵便資料（研究代表）
2014 年度～ 2015 年度（平成 26 ～ 27 年度）
「「ドイツと日本を結ぶもの─日独修好 150 年の歴史─」をめぐる研究交流」（事業主体者）
2015 年度～ 2016 年度（平成 27 ～ 28 年度）
2016 年度第 5・6展示室特集展示「台湾と日本―震災史とともにたどる近現代」展示プロジェクト代表
2015 年度～ 2017 年度（平成 27 ～ 29 年度）
「国立台湾歴史博物館との災害史をめぐる研究・展示構築プロジェクト」委員（事業主体者　原山浩介）
2015 年度～ 2017 年度（平成 27 ～ 29 年度）
基盤研究「「1968 年」社会運動の資料と展示に関する総合的研究」（研究代表者）
2015 年度～ 2017 年度（平成 27 ～ 29 年度）
2017 年度企画展示「「1968 年」―無数の問いの噴出の時代」展示プロジェクト代表
学会及び社会的活動
1978 年（昭和 53 年）
4月　豊島区史編纂室主任調査員（～ 1983 年 3月）
1982 年（昭和 57 年）
4月　豊島区議会史編纂委員（～ 1986 年 2月）
1989 年（平成 1年）
6月　　静岡県史編纂専門委員（～ 1998 年 3月）
1989 年（平成元年）
10 月　　静岡県近代史研究会事務局長（～ 1996 年 10 月）
1992 年（平成 3年）
4月　沼津市史編さん専門委員（2001 年より近現代部会副部会長，～ 2008 年 3月）
1992 年（平成 3年）
4月　伊豆長岡町史編纂委員・専門委員（近現代編編集責任者～ 2005 年 3月）
1994 年（平成 6年）
4月　大学入試センター教科専門委員会委員（～ 1996 年 3月）
1996 年（平成 8年）
4月　新沖縄県史　沖縄戦部会執筆委員（～ 1996 年 12 月）
2000 年（平成 12 年）
7月　（磐田市）竜洋町史編纂委員・専門委員長（～ 2009 年 3月）
2000 年（平成 12 年）
11 月　沼津市明治史料館協議会委員（～ 2008 年 10 月）
2003 年（平成 15 年）
10 月　静岡県近代史研究会会長（～ 2013 年 10 月）
2006 年（平成 18 年）
4月　戸田村史編さん会議委員（沼津市教育委員会）・編集委員長
2008 年（平成 20 年）
4月　山口県史現代史部会専門委員（政治社会編責任者～現在に至る）
2008 年（平成 20 年）
12 月　独立行政法人日本学術振興会科学研究費委員会専門委員（～ 2010 年 11 月）
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2012 年（平成 24 年）
12 月　同時代史学会理事（～現在に至る）
2014 年（平成 26 年）
1月　同時代史学会編集委員長（～ 2016 年 1月）
2014 年（平成 26 年）　
沖縄県史沖縄戦編執筆委員（2017 年 3月）
科学研究費
1994 年度～ 1996 年度（平成 6年度～ 8年度）　基盤研究（Ｃ）（2）
　研究課題名「沖縄の日本復帰に関する研究」
　研究代表者：荒川章二，1,500 千円
1998 年度～ 2001 年度（平成 10 年度～ 13 年度）　基盤研究（A）
　研究課題名「情報化社会における地域産業・社会の階層構造変容と地域住民の生活変容─広域圏内での静
岡県浜松市の比較調査研究─」
　研究代表者：鎌田哲宏（研究分担者 8名のうちの 1人として参加），29,100 千円
2004 年度～ 2006 年度（平成 16 年度～ 18 年度）　基盤研究（Ｃ）（2）
　研究課題名「戦後日本の軍事基地と地域社会─東富士・浜松・沖縄─」
　研究代表者：荒川章二，2,600 千円
2008 年度～ 2010 年度（平成 20 年度～ 22 年度）　基盤研究（Ｃ）
　研究課題名「軍用地研究─戦時の拡大から戦後的変容へ─」
　研究代表者：荒川章二，2,100 千円，
2012 年度～ 2015 年度（平成 24 年度～ 27 年度）　基盤研究（Ｃ）
　研究課題名「軍都としての帝都東京─明治・大正期を中心に─」
　研究代表者：荒川章二，3,700 千円
2016 年度～ 2018 年度 （平成 28 年度～ 30 年度）　データベース科研
　研究課題名「1960 年代以降の学生運動と大学改革に関するデータベース」
　東京大学文書館デジタルアーカイブズ作成委員会（研究代表者：吉見俊哉）








2.	 編著『地域の中の軍隊 2　関東　軍都としての帝都』吉川弘文館，総頁 201 頁，2015 年 2 月







6.	 荒川章二『全集日本の歴史第 16 巻　豊かさへの渇望』，小学館，2009.3，pp.1-386，単著
7.	 荒川章二『軍用地と都市・民衆』（日本史リブレット 95），山川出版社，2007.10，pp.1-107，単著
8.	 荒川章二・笹原恵・山道太郎・山道佳子『浜松まつり―学際的分析と比較の視点か岩田書院，2006.3，総
頁 319 頁，共著，（荒川直接執筆 pp.13-69「浜松まつりの歴史的形成」,123-156「戦後版浜松まつりの成
立と発展」,317-319「あとがき」）
9.	 荒川章二『軍隊と地域』，青木書店，2001.7，pp.1-358，単著
10.	 静岡県近代史研究会編『近代静岡の先駆者』，静岡新聞社，1999.10，総頁 390 頁，共著，（編集責任，直
接執筆箇所は，序および「伊豆が生んだ大正期政界の策士／小泉三申」pp.205-224）
11.	 藤原彰・荒川章二・林博史『新版日本現代史』，大月書店，1995.8，総頁 416 頁，共著，（直接担当及び
執筆，pp.2-89「占領下の日本」，215-241「社会構造の変化」，319-355「経済大国の内実」）
12.	 吉田裕・小田部雄次・功刀俊洋・荒川章二・荒敬・伊藤悟『敗戦前後―昭和天皇と 5人の指導者』，青木
書店，1995.6，共著，総頁 267 頁，（直接執筆は，「第 5章　片山哲―社会民主主義者の民主主義「再発
見」」pp.133-178）
13.	 静岡県近代史研究会編	『史跡が語る静岡の十五年戦争』，青木書店，1994.8，総頁 156 頁，共著，（編集
責任，まえがき pp.3-4，総論「十五年戦争と静岡県」pp.11-22，及び一部項目執筆）






1.	 「近現代山口県の人的ネットワーク―県外県人団体を中心として―」『山口県史研究』第 26 号，2018.3.
2.	 「「1968」大学闘争が問うたものー日大闘争の事例に即して」，大原社会問題研究所『大原社会問題研究
所雑誌』698，法政大学出版局，pp.1-24，2016 年 12 月 1日
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7.	 「基地の起源と自治体・地域社会」，東京市政調査会『都市問題』第 101 巻 11 号，2010.11，pp.38-46
8.	 「兵士が死んだ時―戦死者公葬の形成―」，『国立歴史民俗博物館研究報告』第 147 集，2008.12，PP.35-63	

































　　＊論説資料保存会『中国関係論説資料』第 37 号（平成 7年分）収録
29.	「台湾植民地と郷土兵」，『沼津市史研究』第 4号，沼津市教育委員会，1995.3，pp.91-115　
　　＊学術文献刊行会『日本史学年次別論文集　近現代 2　1995 年（平成 7）』に収録

































1.	 2014 年度歴史学研究会大会現代史部会コメント，『歴史学研究』924 号，pp.133-136，2014 年 10 月増刊号
2.	 「近現代部会共同研究報告によせて」（『日本史研究』第 608 号，pp.41-45，2013.4 月）
3.	 「高度経済成長期研究の現状と展望」，歴史科学協議会編『歴史評論』第 752 号，2012.12，pp.36-49
4.	 「2009 年歴史学研究会大会報告批判（現代史部会）」，『歴史学研究』第 861 号，2009.11，pp.41-43
5.	 「2006 年の歴史学界―回顧と展望」，史学会『史學雑誌』第 116 編第 5号 ,2007.5，戦前期政治史関係，
pp.156-158,162-165
6.	 「軍用墓地研究の課題」，大阪歴史科学協議会『歴史科学 –創立 40 周年記念特集号』179・180 合併号，
2005.5，pp.110-114
7.	 「地方史研究の現状 29 静岡県」（原秀三郎・湯之上隆ら 7名と共著），日本歴史学会編『日本歴史』590
号，吉川弘文館，1997.7，pp.38-65
8.	 「1990 年の歴史学会―回顧と展望」，史学会『史学雑誌』第 100 編第 5号，1990.5，戦後日本史担当pp.191-197
9.	 「1987 年度歴史学研究会大会批判　現代史部会（渡辺治報告）」，『歴史学研究』575 号，1987.12，pp.55-56
Ⅳ　自治体史（通史編及び資料編）・翻刻・教科書
1.	 執筆分担『沖縄県史各論編 6　沖縄戦』新沖縄県史編集委員会，総頁 773 頁 ,	沖縄県，pp.3-29，2017.3
2.	 共編著：『戸田村史』戸田村史編纂委員会，723 頁，沼津市，直接執筆 pp.253-703，2016.3（実際の出版
は 2017.3）
3.	 編著（編集責任者）：『山口県史史料編現代 5（政治社会編）』山口県史編纂委員会，1018 頁，山口県，2017.3
＊直接担当：第 1編第 1章第 1～ 3節，第 2編第 1章第 1～ 3節，第 3編第 1章第 1～ 2節，第 4編
第 1章第 1～ 2節
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「空港設置と地域住民運動」,pp.401-475「地域要求とその対策」，および対応する解説頁，2014.3）
6.	 小和田哲男・天野忍・荒川章二・江崎善三郎・織田元泰編『輝く静岡の先人』　静岡県（「第 24 回国民
















（本編 1-98 頁につき監修，および 99-115 頁の解題），国立歴史民俗博物館，2007.3






16.	『沼津市史　史料編　近代 2』，沼津市，2001.3，共同編集，総頁 859 頁
17.	『静岡県史　通史編 7　年表』，静岡県，1998.3，共著，総頁 569 頁
18.	『沼津市史　史料編　近代 1』，沼津市，1997.3，共同編集，総頁 826 頁　










22.	『静岡県史　資料編 21　近現代 6』，静岡県，1994.3，共同編集，総頁 1332 頁
23.	『静岡県史　資料編 20　近現代 5』，静岡県　1993.3，責任編集，総頁 1234 頁
24.	『静岡県史　資料編 18　近現代 3』，静岡県　1992.3，共同編集，総頁 1171 頁









30.	『豊島区史　年表編』，豊島区役所，1982.3，共著，総頁 408 頁，1945 ～ 1975 担当




2.	 「戦後史における「1968 年」『歴博』205 号，2017.11，pp.15-18
3.	 図録『企画展示　「1968 年」　無数の問いの噴出の時代』，編集・執筆，総頁 228 頁，2017.10
4.	 「歴史への招待状　「1968 年」―無数の問いの噴出の時代」『歴博』204 号，2017.9，pp.24-25
5.	 「特集展示　台湾と日本―震災史とともにたどる近現代」『歴博』200 号，p31,2017.1





9.	 2015 年度企画展示図録『ドイツと日本を結ぶもの─日独修好 150 年の歴史─』第 3章第 1節
　第 2項「日独戦争とドイツ人捕虜」，第 3章第 3節第 2項「ナチス台頭と日独の接近」の資料解説
10.	 総合誌『歴博』189号（2015.3）編集責任，特集解説（p1），および「帝国日本」時代の地球儀」（pp.20-23）執筆
11.	 2013 年度企画展図録『歴史にみる震災』（2014.3）「コラム 26」pp132-135



















15.	 法政大学大原社会問題研究所編『社会 ･労働運動大年表』第 1巻（戦前編），労働旬報社，1986.12，共編著，
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